
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙の絵 

平成 24年度 牛久沼水質浄化ポスター最優秀賞 小学校高学年部門 

牛久市立牛久小学校6年  高畠 佳乃 様の作品です。 

牛久沼の水質浄化には流域住民の理解と協力が丌可欠であるため、牛久沼流域水質浄

化対策協議会（5 市町村）を中心に県、市町村及び流域住民が一体となって水質保全に

向けた広報啓発や各種の浄化活動を展開しています。 

その中で、自然環境に対する青尐年の意識高揚を目的に、牛久沼流域各市の小学生及

び中学生を対象とした水質浄化ポスターを募集し、優秀作品を選定し表彰を行いました。 

 



 

ごあいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 牛久市の環境を守り育てる条例（平成１５年３月２６日条例第３号）第１８条の規定

に基づき、平成２４年版牛久市環境報告書をここに公表いたします。 

 牛久市環境報告書は、当市の環境の状況並びに市が環境の保全及び創出に関し

て講じた施策を取りまとめた年次報告書です。 

 地球温暖化や河川の水質、ごみの問題など環境を取り巻く課題は、地球規模のも

のから、身近なものまで様々です。共通するのは、私たちの便利で豊かなくらしが環

境に負荷を与えてきたということです。環境問題は喫緊の課題となっており、市でもあ

らゆる方策に取り組む所存です。 

 市ではバイオマスタウン構想に基づき、市内の家庭などから排出される廃食用油の

バイオディーゼル燃料化や、耕作放棄地の再生、剪定枝など木質バイオマスの利活

用、生ごみの堆肥化など、地域の資源を地域で積極的に循環利活用することで、地

域循環型社会を構築することを目指して事業を展開しております。 

 このような取り組みを通じて、私たち一人ひとりがこれまでの生活スタイルを見直し、

少しでも環境に配慮した生活に方向転換していくことが大切です。 

 地球温暖化を防止して、次の世代の子どもたちに良好な環境を引き継いでいくこと

は、私たち全員の責任です。 

なお、このたびの東日本大震災では、原発事故により広範囲に放射性物質が飛散

し、私たちの生活や環境に大きな影響を与えております。市といたしましても、放射線

に対する不安を払拭するための取り組みに努めてまいります。 

  本報告書が市民のみなさまの環境に対する理解を一層深め、環境の保全に向け

た行動への一助となれば幸いです。 

 平成 25 年 3 月 

 

牛 久 市 長   池  辺  勝  幸 
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１ 位置及び地勢 

 牛久市は茨城県の南部、首都中央部から北東約 50km で東経 140°09’、北緯 35°58’に

位置しています。県庁所在地の水戸市へは北へ約 55km を要し、土浦市やつくば市の中心部

へは約 15km の位置にあり、JR 常磐線と圏央道、国道 6 号、国道 408 号や県道等によって結

ばれています。北側で土浦市・阿見町、東側で稲敷市、南側で龍ケ崎市、西側でつくば市と

隣接しています。市域は面積 58.89km2で、東西に約 14.5km、南北に約 10.7km の広がりを有

しています。 

 市の中央部を流れる小野川周辺及び南西側の牛久沼周辺は沖積層の低地部となっており、

その他の地域は関東ローム層の筑波・稲敷台地部によって構成され、平均海抜は概ね 20m 前

後です。 

 

 

 

 

 

 

 

【市の地形】 

・広狭･･･東西：14.5km 南北：10.6km 

・面積：58.89km2 

・海抜･･･最低：4.4m 最高：30.1m 

・周囲･･･約 54km 

・市役所の位置･･･東経 140°09’10”  北緯 35°58’34” 

１ 牛久市の概況 



- 2 - 

 

２ 気候 

 牛久市の過去５年間の年平均気温を見ると、約 14.6℃であり、比較的温暖な気候です。ま

た、降水量も年間 1,387.9mm 程度であることから、気象条件は恵まれていると言えます。 

 平成 23 年の平均気温は、14.4℃、降水量は 1,352.5mm でした。平成 22 年と比較すると平

均気温は 0.5℃降下し、年降水量は 239.5mm 減尐した年でした。 

 水戸地方気象台竜ヶ崎観測所における平均気温及び降水量の推移については下表の通り

です。 
 

区分 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 

年平均気温（℃） 14.9 14.3 14.5 14.9 14.4 

年降水量（mm） 1,191 1,268 1,536 1,592 1,352.5 

（出典：水戸地方気象台竜ヶ崎観測所） 

 

３ 人口 

 平成 23 年 10 月 1 日現在の常住人口は 82,458 人、世帯数は 32,081 世帯であり、人口、世

帯数ともに増加しています。 

 人口、世帯数の推移は下表の通りです。 
 

区分 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 

人口（人） 78,980 80,050 80,939 81,684 82,458 

世帯数（世帯） 29,281 29,953 30,622 31,569 32,081 

（出典：茨城県常住人口調査〔平成 22 年については国勢調査による〕各年 10 月 1 日現在） 
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１ 牛久市の環境を守り育てる条例 
 

 牛久市の環境を守り育てる条例は、私たちは環境を構成する生態系の一員であり、享受で

きる環境には限りがあるとの認識に立ち、さらに豊かな環境を創出し、環境と共生できる社

会の実現に努めなければならないとの見解のもと、すべての市民の参加と協働により、持続

的発展が可能な社会の構築と、人と自然が共生することができる健全で恵み豊かな郷土の環

境を保全し、創出し、将来の世代へ継承していくために平成 15 年 3 月に制定された条例で

す。 

 この条例は、環境の保全及び創出について基本理念を定め、牛久市、市民及び事業者の責

務を明らかにするとともに、環境の保全及び創出に関する施策の基本となる事項を定め、そ

の施策を総合的かつ計画的に推進することによって、市民の現在及び将来における恵み豊か

な環境並びに健康で文化的な生活の確保に寄与することを目的としており、平成 15 年 6 月

に施行されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ その他環境に関連する主な市の条例 
 

 １）牛久市公害防止条例（昭和 52 年 3 月制定、施行） 
 

 市民の健康で文化的な生活を確保するため、「牛久市の環境を守り育てる条例」の基本理

念にのっとり、市、事業者及び市民の公害の防止に関する責務を明らかにするとともに、

公害の防止に関する市の施策の基本となる事項を定めています。 

 

 

○条例に規定されている「基本理念」 

１ 環境の保全及び創出は、市民が安全で健康かつ文化的な生活を営むうえで欠くことのできない健

全で豊かな環境の恵みを等しく享受し、将来の世代に継承されるよう適切に行われなければなら

ない。 

２ 環境の保全及び創出は、多様な自然環境に恵まれた本市の特性を生かし、人と自然との共生を確

保し、すべての者が公平な役割分担の下で環境への負荷の尐ない持続的発展が可能な循環型社会

を構築するため、自主的かつ積極的に取り組むことによって行われなければならない。 

３ 地球環境の保全は、人類共通の課題であり、市民の健康で安全かつ文化的な生活を将来にわたっ

て確保するうえで極めて重要であるため、すべての事業活動及び日常生活において推進されなけ

ればならない。 

   環境に関連する主な市の条例 

   牛 久 市 環 境 基 本 計 画 
２ 

javascript:void%20fnHonLink(1918,'z5000720041504011.html','TOP')
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 ２）牛久市廃棄物の処理及び再生利用の促進に関する条例  

（平成 16 年 3 月制定、同年 4 月施行） 
 

 一般廃棄物の発生を抑制し、再生利用を促進するとともに、一般廃棄物を適正に処理す

ることにより、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図り、市民のより良い快適な環境の

創造を目指した循環型社会を実現することを目的とする条例で、一般廃棄物の処理に関す

る市・市民・事業者の責務などを定めています。 

 

 ３）牛久市丌法投棄防止条例（平成 15 年 3 月制定、同年 6 月施行）  
 

 不法投棄の未然防止並びに早期発見及び早期対応に関し、必要な事項を定め、良好な生

活環境を確保し、公衆衛生の向上を図ることを目的としています。 

 

 ４）牛久市環境美化の推進に関する条例（平成 16 年 3 月制定、同年 6 月施行）  
 

 この条例は、ごみの投げ捨て、宣伝物等の放置及びふん害等のまちの美観を害する行為

を市、事業者、市民等及び土地所有者等が協働し防止することについて必要な事項を定め、

快適な生活環境の確保と清潔で美しいまちづくりに資することを目的としています。 

 

 

２ 牛久市環境基本計画 
 

 牛久市環境基本計画は、牛久市の環境を守り育てる条例の基本理念のもと、環境の保全及

び創出に関する施策を総合的かつ計画的に推進するために、同条例第７条で定めることが義

務付けられている計画であり、平成 18 年 3 月に策定しました。 

 

 １）計画の期間 
 

平成１８年度～平成２３年度（６年間） 

 

 ２）計画の内容 
 

 本計画では、「湖沼や里山などの自然と人々が共生し、やすらぎがあり、住みたくなるま

ち、牛久市」を望むべき環境将来像として定め、この将来像に向けて「生活環境」、「自然

環境」、「ごみ対策」、「地球環境」の４つに分けて施策を定めています。また、これらの分

野で取組を進めるためには「ひとづくり」が大切であることから、この部分についても計

画を定めています。 
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【「ひとづくり」と具体的施策の関連イメージ】 

 

 

３）計画の推進 
 

 本計画を着実に推進するため、そして特に重点的に施策を展開する必要があるものにつ

いては、別に「実施計画」を策定し、全庁的な推進を図ることとします。 

 計画の進捗状況については、この環境報告書をはじめ、ホームページ等の媒体を通じて

公表をすることとし、必要に応じて計画の見直しも行うことができるものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ACTION（計画の見直し）
・評価に基づき、必要に応じた実
施計画の見直しを行う

○CHECK（事業成果の評価）
・実施した事業の成果をまとめ、
評価を行う。

○DO（事業の実施）
・実施計画に基づき個別事業を
実施、展開する。

○PLAN（計画の策定）
・環境基本計画に基づき、個別
事業の実施計画を策定する。

 

湖沼や里山などの自然と人々が共生し、やすらぎがあり、住みたくなるまち、牛久市 
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大気環境の現状については、茨城県が行う大気環境測定の結果により毎年把握しており、

牛久市周辺の大気環境の現状は以下のとおりです。なお、県では一般環境大気測定局（一般

局）と、自動車排出ガス測定局（自排局）の２種類の測定局で２４時間連続測定を行ってお

り、牛久市に最も近い測定地点（測定局）は、一般局では、竜ヶ崎保健所測定局（龍ヶ崎市）、

自排局では、土浦中村南測定局（土浦市）となります。牛久市周辺の大気環境測定の結果に

ついては、概ね良好であると言えます。一方、光化学スモッグ発生の目安となる光化学オキ

シダントについては、昨年度に続き環境基準を超過した状況です。 

 

 

１ 一般環境大気測定局における測定結果の状況 【茨城県調査】 
 

一般環境大気測定局（竜ヶ崎保健所測定局）では、二酸化硫黄及び二酸化窒素、浮遊粒子

状物質は環境基準を達成していますが、光化学オキシダントは環境基準を達成していません。 

 

○一般環境大気測定局（竜ヶ崎保健所測定局）の平成２3 年度測定結果と環境基準達成状況 

 
二酸化硫黄

（SO2） 

二酸化窒素

（NO2） 

光  化  学 

オキシダント 

浮遊粒子状 

物    質 

23 年度測定値 未測定 0.027ppm 43 日、158 時間 0.050mg/m3 

測 定 方 法 

1 時間値の 1 日

平均値（2%除外

値） 

1 時間値の 1 日

平 均 値 （ 年 間

98%値） 

昼間の 1 時間値

が 0.06ppm を超え

た日数と時間数 

1 時間値の 1 日

平均値（2%除外

値） 

環 境 基 準 

1 時間値の 1 日

平均値が 0.04 
ppm 以下、か

つ、1 時間値が

0.1ppm 以下。 

1 時間値の 1 日

平均値が 0.04 
ppm から 0.06 

ppm のゾーン

内又はそれ以

下。 

1 時間値が 0.06 

ppm 以下である

こと。 

1 時間値の 1 日

平均値が 0.10m 

g/m3 以下、かつ

1 時間値が 0.20 

mg/m3 以下。 

環 境 基 準 

達 成 状 況 
― ○ × ○ 

 （表の値は、環境基準との比較の関係で、下記※印の測定値を用いている。） 
※2%除外値 ： 年間の1日平均値の全データのうち、高い方から2%の範囲にある測定値を除外した後の最高値。 
        二酸化硫黄・浮遊粒子状物質の環境基準適合の判断に用いる。 

※98％値   ： 年間の 1日平均値の全データのうち、低い方から 98%目に当たる値。二酸化窒素の環境基準適合 
               の判定に用いる。 

 

 

○一般環境大気測定局（竜ヶ崎保健所測定局）測定結果（年平均値）の経年変化 

 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

二酸化硫黄（SO2） 0.001 0.001 0.001 0.001 ― 

二酸化窒素（NO2） 0.013 0.012 0.011 0.011 0.011 

光化学オキシダント 0.035 0.034 0.033 0.033 0.028 

浮遊粒子状物質 0.028 0.027 0.025 0.027 0.026 

（単位は浮遊粒子状物質は mg/m3、その他の物質は ppm） 

 

３ 大気環境の保全 

大
気
環
境
の
保
全 
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２ 自動車排出ガス測定局における測定結果の状況【茨城県調査】 
 
自動車排出ガス測定局（土浦中村南測定局）では、二酸化硫黄、二酸化窒素、一酸化炭素、

浮遊粒子状物質のいずれの項目においても環境基準を達成しています。 
 

○自動車排出ガス測定局（土浦中村南測定局）の平成２３年度測定結果と環境基準達成状況 

 
二酸化硫黄

（SO2） 

二酸化窒素

（NO2） 

一酸化炭素 

（ＣＯ） 

浮遊粒子状 

物    質 

23 年度測定値 未計測 0.035ppm 0.8ppm 0.070mg/m3 

測 定 方 法 

1 時間値の 1 日

平均値（2%除外

値） 

1 時間値の 1 日

平均値（年間

98%値） 

1 時間値の 1 日

平均値（2%除外

値） 

1 時間値の 1 日

平均値（2%除外

値） 

環 境 基 準 

1 時間値の 1 日

平均値が 0.04 
ppm 以下、か

つ、1 時間値が

0.1 ppm 以下。 

1 時間値の 1 日

平均値が 0.04 
ppm から 0.06 

ppm のゾーン

内又はそれ以

下。 

1 時間値の 1 日

平 均 値 が 10 
ppm 以下、か

つ、1 時間値の

8時間平均が20 
ppm 以下。 

1 時間値の 1 日

平均値が 0.10m 

g/m3以下、かつ

1時間値が0.20 

mg/m3以下。 

環 境 基 準 

達 成 状 況 
― ○ ○ ○ 

 

 

○自動車排出ガス測定局（土浦中村南測定局）測定結果（年平均値）の経年変化 

 平成１９年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

二酸化硫黄（SO2） 0.004 0.004 0.004 0.003 － 

二酸化窒素（NO2） 0.020 0.014 0.012 0.014 0.017 

一酸化炭素（ＣＯ） 0.4 0.4 0.5 0.5 0.5 

浮遊粒子状物質 0.029 0.026 0.025 0.024 0.024 

（単位は浮遊粒子状物質は mg/m3、その他の物質は ppm） 

 

 

３ 光化学スモッグ注意報等の発令状況 
 

光化学オキシダント濃度が一定の基準（１時間値が 0.12ppm）以上で、気象状況から汚染

の状態が継続すると予想される場合には、光化学スモッグ注意報等が発令されます。 

当市が含まれる竜ヶ崎地域での注意報の発令は、22 年度の 5 回から 23 年度の 0 回に減尐

しており、茨城県全域としても 22 年度の 14 回から 23 年度の 2 回へ大幅に減尐しておりま

す。 

○光化学スモッグ注意報発令状況（竜ヶ崎地域） 

 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

注意報発令日数（日） 4 2 3 5 0 

茨城県環境対策課「（光化学スモッグの）地域別注意報発令状況の経年変化」より

大
気
環
境
の
保
全 
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【牛久市の取り組み】 
 

○光化学スモッグ対策・通報体制の整備 

 市では、光化学スモッグ警報の発令に対応し速やかに市民及び関係機関への連絡ができ

るよう、平日・休日の発生通報体制を整えております。 

 

（平日）                            （休日） 

 

 

    FAX・電話等                       FAX・電話等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牛久市（環境政策課） 牛久市（総合窓口・日直） 

 

メールマガジン  

防 災 無 線  

による情報発信 

市立小中学校、市立幼稚園、市立保
育園、児童クラブ、きぼうの広場、
すくすく広場、のびのび広場、市内
私立幼稚園、市内高等高校、障害児
療育センター、その他公共施設、牛
久郵便局、牛久消防署、牛久警察署 
他 

 

 

休日開庁の市施設及び 

牛久郵便局 

牛久消防署   他 

 

用語の説明 
 
◇環境基準 

人の健康の保護及び生活環境の保全のうえで維持されることが望ましい基準。人の健康等を維持するための
最低限度ではなく，より積極的に維持されることが望ましい目標として、その確保を図っていこうとする行政
上の政策目標。 

 
◇二酸化硫黄（SO2） 

 主要大気汚染物質のひとつとして、また窒素酸化物とともに酸性雤の原因物質として知られる。呼吸器を刺
激し、せき、ぜんそく、気管支炎などの障害を引き起こす。 

 

◇二酸化窒素（NO2） 
 窒素の酸化物で赤褐色の気体。人の健康影響については、二酸化窒素濃度とせき・たんの有症率との関連や、
高濃度では急性呼吸器疾罹患率の増加などが知られている。 

 
◇光化学オキシダント 

 自動車や工場からの窒素酸化物や炭化水素が紫外線を受けて光化学反応を起こして発生する物質。この光化
学オキシダントが原因で発生する光化学スモッグは、日差しの強い夏季に多く発生し、眼や喉などの粘膜を強

く刺激し健康被害を引き起こす。 
 
◇浮遊粒子状物質 

 大気中に浮遊している粒子状物質で、大気汚染物質のひとつ。発生源は工場のばい煙、自動車排出ガスなど

のほか、自然界由来（土壌粒子・海塩粒子）のものがある。肺や気管に沈着し呼吸器に影響を及ぼす。 
 

◇一酸化炭素（CO） 
 一般的には燃料の不完全燃焼により発生する。主要な発生源は自動車排出ガスで、血液中のヘモグロビンと

結合して呼吸困難を引き起こす。 

大
気
環
境
の
保
全 
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○自動車排出ガス対策及び渋滞緩和のための道路改良の実施 

 市では、国道６号の渋滞対策、東西間移動の円滑化、安心安全な街づくりに重点を置き、

中心市街地周辺における道路整備を進めています。 
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牛久市事業 牛久駅西口アクセス道路 

H21 年度供用開始済 

牛久の中心市街地周辺 

における道路整備計画 

つくば    

遠

山

町 

城

中

町 

県  道 

野  田 

牛  久 

線 

牛久市事業 市道53号線交差点改 

H22 年度完成 

国
道
6
号

牛久

第三

中学

校 

牛

久

小

学

校 

本

牛

久

郵

便

局 

得

月

院 

牛  久  

沼 

向

台

小

学

校 

牛 久

南 中

学校 
つ ば

め 保

育園 

北

浦

跨

線

橋 

牛

久

消

防

署 

成

井

集

会

所 

県

南

ポ

ン

プ

場

成

井

集

県
 道

 谷
 田

 部
 牛

 久
 線

凡   例 

 

        道路(計画）  

          道路(事業中） 

           道路(整備済） 

 

                         

  

                 

 

牛久市事業 市道699号線拡幅改良 

H25 年度開通予定 

牛久市事業 牛久駅西出口交差点歩行者滞留空間整備 

Ｈ25年度整備予定 

茨城県事業 田宮・中柏田線 

H24 年度開通予定 

牛久市事業 市道13号線改良拡幅 

H20 年度整備済 

牛
久
駅 

牛久市事業 市道53号線改良拡幅工事 

H19 年度 整備済 

牛久市事業 市道53号線改良工事 

Ｈ24 年度開通予定 

牛久市事業 市道441号線 

Ｈ25 年度開通予定 

牛久市事業 城中・田宮線 刈谷線～市道13号線 

供用開始済 

茨城県事業 田宮・中柏田線 

H25 年度開通予定 

牛久市事業 市道23号線 

H25年度開通予定 

牛久市事業 市道23号線南延伸 

H27年度完成予定 

国直轄事業 国道６号牛久土浦バイパス 

H20年度～  事業中 
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水環境の現状については、牛久市内を流れる河川のうち、小野川、稲荷川については茨城

県が行う公共用水域水質測定の結果により毎年把握しており、牛久市では、市内を流れるそ

れ以外の河川について、水質測定を行っているほか、小野川、稲荷川についてもさらにきめ

細かく、水質測定を行っています。 

茨城県が行った 23 年度調査の結果によると、市内を流れる小野川と稲荷川の水質は、若

干数値の上昇は見られます。また、市が市内の 10 河川 11 ポイントにおいて行った調査にお

いても昨年度と比較して若干数値の上昇は見られますが、霞ヶ浦及び牛久沼においては、い

ずれも数値の改善が見られます。 

 

 

○市内河川位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）牛久市内を流れる河川の BOD と市内河川が流入する湖沼のＣＯＤの年平均値経年変化 
 
○牛久市内を流れる河川の BOD年平均値の経年変化 

 

環
境
基
準 

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 
BOD 
（mg/l） 

環境基準 
達成状況 

BOD 
（mg/l） 

環境基準 
達成状況 

BOD 
（mg/l） 

環境基準 
達成状況 

小野川（奥原大橋） 2 
1.9 
(1.7) 

○ 
1.4 

(1.3) 
○ 

2.1 
(1.8) 

× 

稲荷川（小茎橋） 3 
1.6 
(1.4) 

○ 
1.2 

(0.9) 
○ 

1.0 
(1.0) 

○ 

※ 数値の上段：年間の日平均値の 75％値（環境基準評価値） 下段（ ）書き：年平均値      （茨城県調査） 
※ 乙戸川については、環境基準の設定がない。 
 

○牛久市内の河川が流入する湖沼のCOD年平均値経年変化 

 

環

境

基

準 

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

COD 
（mg/l） 

環境基準 

達成状況 
COD 
（mg/l） 

環境基準 

達成状況 
COD 
（mg/l） 

環境基準 

達成状況 

牛久沼 5 
9.5 

(8.0) 
× 

8.4 

(7.6) 
× 

8.2 

(7.5) 
× 

霞ヶ浦（全水域年平均）  9.5 － 8.7 － 8.2 － 

 霞ヶ浦   75％値 3 10.0 × 10.0 × 9.0 × 

 北 浦   75％値 3 11.0 × 12 × 9.1 × 

 常陸利根川 75％値 3 9.7 × 10 × 9.2 × 

※ 牛久沼の数値の上段：年間の日平均値の 75％値（環境基準評価値） 下段（ ）書き：年平均値  （茨城県調査） 

 

 

４ 水環境の保全 

⇒霞ヶ浦 

７５％値：ＢＯＤやＣＯＤについては、環境基準を満たしている測定値が７５％以上ある場合に環

境基準適合と評価します。年間の日平均値を低い順（良い順）から並べて、７５％目の

値が基準適合していれば適合と評価でき、このときの値が７５％値となります。 

水
環
境
の
保
全 
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２）牛久市内を流れる河川の水質調査 
 

牛久市が例年行っている調査によると、平成 23 年度の市内を流れる河川の汚れの度合

いを表わすＢＯＤの値は平成 22 年度と比較すると、11 カ所のうち、4 カ所はＢＯＤの値

が下がり（水質が改善したという意味です）、1 カ所は変わりませんでした。残りの 6 カ所

は、ＢＯＤの値が、尐し上がっていますが、11 カ所でＢＯＤの値は「3 ㎎/ℓ 以下」でし

た。乙戸川、桂川、小野川（上流）以外の河川のＢＯＤ値については良好な状態といえま

す。 

 

○牛久市内の河川のBOD 年平均値の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               単位：㎎／ℓ 

 平成 19 年度 平成２0 年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

刈谷川 2.4 2.9 1.6 2.4 1.6 

稲荷川 1.4 2.6 1.4 1.6 1.8 

根古屋川 1.0 2.0 0.9 1.5 1.4 

遠山川 1.4 2.6 1.0 1.5 2.0 

柏田川 1.3 2.0 2.0 1.8 1.7 

結束川 1.4 2.8 1.4 2.4 1.5 

太田川 0.6 2.1 1.4 1.3 1.8 

桂川 1.6 2.9 1.5 1.9 2.1 

乙戸川 1.8 2.5 1.6 1.8 1.6 

小野川（東猯穴） 2.3 3.1 2.2 2.3 2.3 

小野川（小野川橋〔島田〕） 1.9 2.1 1.7 1.9 2.0 

※乙戸川は 18 年度から、稲荷川は平成 19 年度から調査を開始しました。 

水
環
境
の
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【牛久市の取り組み】 
 

○公害防止協定に基づく事業所排水測定 
 

 市では、市内の主な工場等と公害防止協定を結び、うち２２社から排出水の水質や量の

ほか、定められた監視項目について、定期的に報告をいただくとともに、市としても年２

回、工場排出水の測定を実施しています。２３年度においては４事業場について基準をや

や超過する数値が見られましたが、改善を求めた結果、是正されております。 

 

 

 

 

 

 

 

○公共下水道及び高度処理型合併処理浄化槽の普及促進 
 

 市内河川等の水質向上のために、公共下水道事業の計画区域においては、早期の整備と

整備後の各家庭からの接続の推進に努めています。また、公共下水道事業の計画区域外に

おいては、補助制度を設け、高度処理型（窒素・りん除去型）浄化槽の普及を図っていま

す。 
 
（公共下水道普及状況） 

 平成 19 年度 平 成 20 年 度 平 成 21 年 度 平成 22 年度 平成 23 年度 

人口(a) 79,825 81,035 81,900 82,679 83,207 

処理区域内人口(b) 67,560 69,097 70,047 71,115 71,750 

水洗化人口（c） 64,825 67,256 68,572 69,640 70,325 

普及率ｂ／a 84.6％ 85.3％ 85.5％ 86.0％ 86.2％ 

水洗化率ｃ／ｂ 96.0％ 97.3％ 97.9％ 97.9％ 98.0％ 
 
（合併浄化槽設置補助金支出状況） 

 平成 19 年度 平 成 20 年 度 平 成 21 年 度 平成 22 年度 平成 23 年度 

件数 23 49 53 52 69 

補助金額(千円) 11,154 35,499 37,861 37,546 50,580 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公害防止協定での測定・報告項目 

    ・ばい煙の濃度       ・悪臭物質の濃度 

    ・排出水の水質       ・排水量 

    ・騒音及び振動       ・廃棄物の処理実績 

水
環
境
の
保
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【高度処理型合併浄化槽設置補助制度】 
 

○対象：概ね７年以内に下水道の整備が見込まれない地域 
 

○補助金額 

区 分  限 度 額  加 算 額  

窒 素 又 はりん除 去 能 力

を有 する高 度 処 理 型 合

併 処 理 浄 化 槽  

( 1  5 人 槽      6 6 4 , 0 00 円  

(2  6 ～7 人 槽    70 2 , 0 0 0 円  

( 3  8 ～10 人 槽   7 5 2 , 0 00 円  

高度処理型合併浄化槽への

付け替えにあたり、既 存 単

独 処 理 浄 化 槽 の撤 去 に

要 した費 用 うち、90,000

円 を超 えない範 囲 の額  
窒 素 及 びりん除 去 能 力

を有 する高 度 処 理 型 合

併 処 理 浄 化 槽  

( 1  5 人 槽      8 7 6 , 0 0 0 円  

( )  6 ～ 7 人 槽  1 , 2 1 9 , 0 0 0 円  

( 3  8 ～1 0 人 槽 1 , 7 19 , 0 00 円  

   ※ 詳細は、市道路維持課までお問い合わせ下さい。 
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○廃食用油の回収 

 市では、平成２３年度牛久市家庭排水浄化推進協議会の協力のもと、市内の３１の行政区に

おいて、家庭からの廃食用油の回収を実施し、また、市役所など１７箇所に廃食用油回収ボック

スを設置、３，９５８リットルの油を回収しました。また、２７社の市内事業者「バイオマスタウンうし

く協力店」からも廃食用油を回収、平成２３年度は合計で７８，５４８リットルの油を回収いたしまし

た。これらは市の BDF（バイオディーゼル燃料）製造施設において５１，６００リットルの燃料となり、

市の公用車や市委託のゴミ収集車、さらにスーパーマーケットの配送車で使用されました。これ

ら取り組みは廃油の河川への流入を防ぐ水質浄化と、化石燃料の使用抑制につながる地球温

暖化防止の２つの目的に向けたものです。 

 

  

 

 

 

 

 

            廃食用油の回収風景                          バイオディーゼル燃料で走行する市公用車 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃食用油を集めて牛久沼を守りましょう！ 

２２００  ㏄㏄  

20杯  天ぷら油２０ＣＣで汚れた水を 

魚が住めるまでにするには、 

浴槽２０杯分６０００リットルの 

水が必要です。 

浄化対策１０ヶ条 （私たちができる身近で効果的な汚濁防止対策） 

 

１．台所にはストレーナーか三角コーナーを！  ６．側溝などを清掃しましょう！ 

２．油は使い切るか廃油回収へ！        ７．河川にゴミを捨てないで！ 

３．皿の汚れは拭いてから洗おう！       ８．肥料や農薬の使いすぎに注意！ 

４．調理くずは堆肥化しよう！         ９．下水道接続、合併浄化槽設置を！ 

５．お風呂の残り湯は有効に！         10．浄化槽は定期的に点検清掃を！ 

 

植物油から作られたＢＤＦを燃やし

て出たＣＯ２は、植物が成長過程で

吸った分なので、地球上のＣＯ２増

加にならず、地球温暖化の対策と

しても有効です。 

 

ＢＤＦに 

精  製 

 

水
環
境
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① 
市道 21 号線 
ひたち野うしく駅東入口北側交差点 

② 
市道 21 号線 
牛久消防署前 

③ 
市道 21 号線 
ふれあい橋南側 

④ 
市道 6 号線 
女化街道横公園 

⑤ 
県道牛久赤塚線 
東京電力㈱牛久北部変電所前 

⑥ 
国道６号 
㈲ナカジマ商事前 

⑦ 
国道 408 号線 
ミツワクリーニング商会前 

⑧ 
市道 1356 号線 
ロマネ第１公園 

⑨ 
学園西大通り 

阿見町との境界付近 

 

 

 

 牛久市では、騒音規制法、振動規制法及び茨城県生活環境の保全等に関する条例に基づき市

内全域を工場・事業場及び建設作業の規制対象地域として指定しています。指定地域内では、

著しい騒音や振動を発する施設や建設作業に届出や規制基準の遵守義務が課せられています。 

 また、牛久市では年に１回、自動車騒音・振動・交通量にかかる２４時間調査を実施してお

り、平成 23 年度は９地点での測定を行いました。平成 24 年 3 月 29 日（木）6:00 から 30 日（金）

6:00 にかけて実施した測定の結果は以下のとおりです。平成 23 年度において騒音規制法及び

振動規制法に定めのある「要請限度※１」を超過した地点はありませんでした。しかし、騒音の

環境基準と比較すると、国道 6 号線の他に国道 408 号線をはじめ、複数の幹線道路で環境基準

を達成していない状況です。 

 

○ 自動車騒音・振動調査の結果と各種基準等の比較結果【牛久市調査】 
 

指   標 
未達成地点数／測定地点数 

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

自動車騒音要請限度未達成地点 

（交通騒音） 

昼間 ０／８ ０／８ ０／９ 

夜間 ０／８ ０／８ ０／９ 

自動車振動要請限度未達成地点 

（交通振動） 

昼間 ０／８ ０／８ ０／９ 

夜間 ０／８ ０／８ ０／９ 

環境基準未達成地点 

（交通騒音） 

昼間 ３／８ ３／８ ３／９ 

夜間 ６／８ ４／８ ４／９ 
   ※１ 要請限度とは、騒音規制法及び振動規制法に基づき、市町村長が県公安委員会に道路交通法の規定による措置

を要請するものとされた騒音・振動レベル。 

騒 音 ・ 振 動 ・ 交 通 量 調 査 地 点 

 

５ 騒音・振動対策 

騒
音
・
振
動
対
策 
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 牛久市内の各地点における、騒音測定結果と要請限度との比較結果及び、交通量 

（１０分間の平均値）は、以下の通りです。 

○ 騒音の調査結果及び要請限度・環境基準との比較（等価騒音レベル） 

地点名 道路の種類 用途地域 類 型 

区 要請
限度 

環境
基準 

*測定
値 

適 *総交
通量 

  ・ 

分 ｄB ｄB ｄB 不 
（台／
10 分） 

① ひ た ち 野
うしく駅東入
口北側交差
点 

市道 21 号線 
準住居 
地域 

幹線 交 通を
担 う 道 路 に
近 接 す る 空
間 

昼 75 70 69 ○ 258 

（4 車線） 夜 70 65 65 ○ 55 

②牛久消防
署前 

市道 21 号線 
第２種 

住居地域 

幹線 交 通を
担 う 道 路 に
近 接 す る 空
間 

昼 75 70 67 ○ 278 

（4 車線） 夜 70 65 62 ○ 55 

③ふれあい
橋南側 

市道 21 号線 
第２種 

住居地域 

幹線 交 通を
担 う 道 路 に
近 接 す る 空
間 

昼 75 70 68 ○ 162 

（4 車線） 夜 70 65 62 ○ 32 

④女化街道
横公園前 

市道 6 号線 
第１種 

住居地域 

騒音規正法
の自動車騒
音要請限度
B 地区 

昼 75 65 70 ○ 179 

（2 車線） 夜 70 60 66 ○ 40 

⑤ ひ た ち 野
西近隣公園 

※3 

県道牛久赤
塚線 準工業 

地域 

幹線 交 通を
担 う 道 路 に
近 接 す る 空
間 

昼 75 70 67 ○ 224 

（4 車線） 夜 70 65 61 ○ 42 

⑥ ㈲ ナ カ ジ
マ商事前 

国道 6 号線 
準工業 
地域 

幹線 交 通を
担 う 道 路 に
近 接 す る 空
間 

昼 75 70 68 ○ 177 

（2 車線） 夜 70 65 69 ○ 80 

⑦ミツワクリ
ーニング 
商会前 

国道 408 号
線 準住居 

地域 

幹線 交 通を
担 う 道 路 に
近 接 す る 空
間 

昼 75 70 72 ○ 206 

（4 車線） 夜 70 65 68 ○ 52 

⑧ロマネ第１
公園 

国道 1356 号
線 第１種低層 

住居専用地
域 

騒音規正法
の自動車騒
音要請限度
A 地区 

昼 65 55 58 ○ 20 

（1 車線） 夜 55 45 50 ○ 2 

⑨阿見町と
の境界付近 

学園西大通
り 準住居 

地域 

幹線交通を
担う道路に
近接する空
間 

昼 75 70 66 ○ 147 

（4 車線） 夜 70 65 59 ○ 27 

     *測定値は LAeq（等価騒音レベル） 

     *総交通量は各区分ごとの平均台数 

騒
音
・
振
動
対
策 
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 牛久市内の各地点における、振動測定結果と要請限度との比較結果は、以下の通りです。 

 

○ 振動の調査結果及び要請限度との比較（80％レベルの上端値） 

地点名 道路の種類 用途地域 類 型 

区 要請 

限度 
*測定値 

適 

  ・ 

分 ｄB ｄB 不 

① ひ た ち 野
うしく駅東入
口北側交差
点 

市道 21 号線 
準住居 

地域 
第１種区域 

昼 65 43 ○ 

（4 車線） 夜 65 34 ○ 

②牛久消防
署前 

市道 21 号線 
第２種 

住居地域 
第１種区域 

昼 65 40 ○ 

（4 車線） 夜 65 31 ○ 

③ふれあい
橋南側 

市道 21 号線 
第２種 

住居地域 
第１種区域 

昼 65 40 ○ 

（4 車線） 夜 65 <30 ○ 

④女化街道
横公園前 

市道 6 号線 
第１種 

住居地域 
第１種区域 

昼 65 43 ○ 

（2 車線） 夜 65 35 ○ 

⑤ ひ た ち 野
西近隣公園 

 

県道牛久赤

塚線 準工業 

地域 
第２種区域 

昼 70 45 ○ 

（4 車線） 夜 65 32 ○ 

⑥ ㈲ ナ カ ジ
マ商事前 

国道 6 号線 準工業 

地域 
第２種区域 

昼 70 50 ○ 

（2 車線） 夜 65 53 ○ 

⑦ミツワクリ
ーニング 
商会前 

国道 408 号

線 準住居 

地域 
第１種区域 

昼 65 46 ○ 

（4 車線） 夜 65 38 ○ 

⑧ロマネ第１
公園 

国道 1356 号

線 
第１種低層 

住居専用地

域 

第１種区域 
昼 65 40 ○ 

（1 車線） 夜 60 <30 ○ 

⑨阿見町と

の境界付近 

学園西大通

り 準住居 

地域 

幹線交通を

担う道路に

近接する空

間 

昼 70 38 ○ 

（4 車線） 夜 65 30 ○ 

    *測定値は 80%レベル上端値(Ｌ10） 

    *総交通量は各区分ごとの平均台数 

騒
音
・
振
動
対
策 
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１ ごみの丌法投棄の防止 
 

○丌法投棄発生状況 
 

 市内における不法投棄の発生状況は、平成 19 年度以降減尐の傾向が見られます。平成

20 年度においては、特に、家電品などの一般廃棄物及び建築廃材の不法投棄が対前年 33

件減の 209 件、23 年度は更に 132 件となりました。また、放置自転車については、23 年

度は 41 件の減尐となりました。市では、環境美化推進員や県の制度であるボランティア

不法投棄監視員と連携しながら不法投棄の発見と防止に努めています。 

 

 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

一般廃棄物（家電品・タイヤ等） 

建築廃材（焼却灰を含む） 
２４２ ２０９ ２０１ １２３ １３２ 

車両等（自転車・自動車） １１２ ６２ ６６ ９７ ５６ 

計 ３５４ ２７１ ２６７ ２２０ １８８ 

                              単位：件 

 

６ ごみ対策 

ご 

み 

対 

策 

単位：件 
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２ ごみの再資源化、発生抑制の推進 

 

１）家庭系ごみの発生状況 
 

 平成 23 年度牛久市の家庭から排出されたごみの量は、平成 22 年度に比べ６１１トン、

２．７％増加しました。また、市民１人 1 日あたりの排出量についても、７７７．５ｇ（H22）

から７８９．７ｇ（H23）へと増加しました。 

 

家      庭      系 

  

可 燃 不 燃 
ﾌﾟﾗｽ

ﾁｯｸ 
粗 大 資源物 

行政区 

（資源

物） 

子供会 

（資源

物） 

計 資源物計 
資源物 

以外 

H19 17,298 859 21 707 3,861 275 471 23,492 4,607 18,885 

H20 17,219 823 20 749 3,789 255 427 23,282 4,471 18,811 

H21 16,747 913 19 600 3,936 271 398 22,884 4,605 18,279 

H22 16,672 1,150 18 557 3,816 287 411 22,911 4,514 19,064 

H23 17,268 1,140 19 638 3,751 300 407 23,522 4,458 19,064 

 

２）事業系持込ごみの状況 
 

市内における許可業者による事業系持込ごみの量については、平成 23 年度は、平成 22 年

度に比べ、116 トン、2.1％増加しました。 

 

事      業      系 

  可 燃 不 燃 
ﾌﾟﾗｽﾁ

ｯｸ 
粗 大 資源物 計 

H19 5,587 137 14 191 6 5,935 

H20 5,357 120 11 151 8 5,647 

H21 5,209 227 12 106 82 5,636 

H22 5,175 287 16 85 79 5,642 

H23 5,387 236 11 96 29 5,758 

ご 

み 

対 

策 

単位：トン 

単位：トン 
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３）可燃ごみの内訳 （ごみの組成分析結果） 

  ～～燃えるごみの約２5％は削減できる生ごみが混在～～ 
 

 平成 22 年度に実施したごみ組成分析結果から算出した割合を適用すると、平成 23 年度

の家庭から出される可燃ごみ（17,268 トン）の内訳はグラフの通りです。可燃ごみの中に、

生ごみ類が約 6,800 トン（39.14％）あり、その半分の約 4,300 トン（可燃ごみの約 25％）

が未開封･未使用･食べ残しで、買い過ぎや作り過ぎを控えるだけで削減できるものです。 

しかし、これらの生ごみを清掃工場において分別することができないため、そのまま焼

却され最終処分場に埋め立てられているのが現状です。 

 

 このうち市民の皆さま一人ひとりが率先して取り組むことにより、生ごみ類約 4,300 ト

ンを削減することができます。この削減により、平成 23 年度のごみ処理経費は約１0 億 2

千万円要しましたが、約１億 5 千万円の経費削減が期待できます。市では平成２２年１２

月から刈谷行政区をモデル地区に生ごみ堆肥化プロジェクトをスタートさせました。その

他にも市民の皆さま一人ひとりの工夫と努力で下記のゴミが削減できます。 

 削減できるごみはどんなもの？ 

種  別 重 量 どんなことをすればいいの？ 

生 ご み 4,288t 
未開封や未使用の食品・食べ残しなどが大量に捨てら
れています。買いすぎや調理の工夫により削減できます。 

レ ジ 袋 287t マイバックを使用すれば１００％削減できます。 

紙   類 2,400t 
新聞・雑誌・段ボール・包装紙など分別して資源物と
して出して下さい。 

そ の 他 825t 
古布・ペットボトル・白色トレイなど分別して資源物
として出して下さい。 

剪 定 枝 98t 
剪定枝・木くず類は平成２０年４月から資源物扱いに
なりました。 

合    計 7,899t みなさんの努力でこんなに削減できます！ 

 

ご 

み 

対 

策 
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【牛久市の取り組み】 
 
○市内清掃活動の実施 
 

牛久市では、年に３回、牛久市クリーン作戦、関東地方環境美化運動の日、及び牛久市

環境美化の日において、各行政区のご協力により市民と一体となって清掃活動を展開して

います。 
  

 
関東地方環境美化運動の日 

平成２３年５月２９日（日） 
牛久市環境美化の日 
平成２３年１１月２０日（日） 

牛久市クリーン作戦 
平成２4 年３月３日（日） 

参加者 参加者６，１３４人 参加者９，５４５人 参加者９，１０３人 

回収状況 

 

回収量：１，４７４袋 

空き缶：２６８袋 

空きビン：８２袋 

可燃ゴミ：５６６袋 

不燃ゴミ：１５８袋 

草  等：４００袋 

 

回収量：２，５８０袋 

空き缶：３７１袋 

空きビン：１１２袋 

可燃ゴミ：１，３７６袋 

不燃ゴミ：２８４袋 

草  等：４３７袋 

 

回収量：２，０８２袋 

空き缶：４２４袋 

空きビン：１１５袋 

可燃ゴミ：１，０８５袋 

不燃ゴミ：３６１袋 

草  等：９７袋 

 

○環境美化キャンペーン（ごみポイ捨て防止キャンペーン） 
 

 平成２３年７月２６日（火）牛久駅東口、西口周辺において、ごみ及びたばこの投

げ捨て防止を目的とした、環境美化キャンペーンを行いました。  

 当日は、午前６時１０分より、牛久駅で

毎朝清掃を行なっているボランティアの皆

さん、地元の環境美化推進員やたばこ販売

組合の方が参加し総勢約４０名で実施しま

した。 

 今後も、ごみの投げ捨て防止にご協 

力ください。 

 

○丌法投棄監視活動の実施 
 

 

 市では、環境美化推進員５９名を任命し、市内における不法投棄の監視に努めてい

ます。平成２３年度における不法投棄等の発生件数は、１８８件でした。 

 

 

 

ご 

み 

対 

策 

 



- 21 - 

○ レジ袋削減活動の実施 
 

 地球温暖化防止、資源の有効活用、ごみの削減を目的に、身近な取り組みとして誰

にでも直ぐに取り組むことができ、かつ大きな波及効果が期待できるレジ袋削減につ

いて、市民団体及び事業者並びに牛久市の３者が協議を行い、平成２１年４月２０日

に「レジ袋削減の取り組みに関する協定」を締結いたしました。 

 この協定により平成２１年７月１日から市内の４事業者７店舗でレジ袋無料配布が

中止になっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（レジ袋削減の効果） 

  
辞退率（％） 

※1 

削減枚数（枚） 

 

ごみ削減量（t） 

※2 

CO2 削減量（t） 

※3 

原油削減量（ℓ） 

※4 

平成 21 年度 

（7 月から） 
88.7 3,993,000 30.3 185.1 79,860 

平成 22 年度 88.6 5,280,591 40.1 244.8 105,612 

平成 23 年度 88.1 5,074,709 38.6 235.3 101,494 

 

※１ レジ袋辞退者数÷来客者数 
※２ レジ袋（Ｌサイズ）１枚の重さを 7.6ｇとして換算した数字です。 
※３ レジ袋１ｇから製造時に 3ｇ、焼却時に 3.1ｇの合計 6.1ｇのＣＯ2 が排出されるとして換算した

数字です。 

※４ レジ袋（Ｌサイズ）１枚製造するのに、原油が約 20ｍℓ使用されるとして換算した数字です。 

 

 

ご 

み 

対 

策 

【レジ袋無料配布中止店舗（７店舗／５０音順）】 

 

イズミヤ牛久店（１階食品売場） 

カスミひたち野牛久店 

カスミフードスクエア牛久店 

コープ牛久店 

ヤマウチ牛久店 

ＦＯＯＤ ＯＦＦ ストッカー牛久柏田店 

ＦＯＯＤ ＯＦＦ ストッカー牛久ししこ店（平成22年11月からつくば市に移転しました

が、牛久市内店舗として計上しています。） 
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.１ 地球環境に配慮した取り組みの推進 

 

１）うしくエコオフィス行動計画 

 牛久市では、平成 12 年度に地球温暖化対策実行計画「うしくエコオフィス行動計画」

を策定し、平成 13 年度から推進を図っています。 

 この計画は、「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づいて策定した自らの事務及

び事業についての温室効果ガスの排出量の削減に関する計画です。 

 市役所が環境保全のために自ら率先して行動することにより、事業者・市民の地球環境

保全に配慮した自主的な取り組みの促進につなげることを目的としています。 

 

目  的 

○ 地球環境保全のために自ら率先して行動することにより、事業

者、市民の地球環境保全に配慮した自主的な取り組みの促進に

寄与する。 

○ 自然と人間の共生と、持続的に発展することのできる循環型社

会の構築を目指す。 

計画期間 

○ 第１期 平成１３年度～平成１７年度 

○ 第２期 平成１８年度～平成２２年度 

○ 第３期 平成２３年度～平成２７年度 

重点取組項目 

と目標 

 

重点取組項目 第１期目標 第２期目標 第３期目標 

１．環境に配

慮した物品の

購入の推進 

・物品購入を必

要 最 小 限 と す

る。 

・環境に配慮した

物品購入に努

める。 

・物品購入を必

要 最 小 限 と す

る。 

・環境に配慮し

た物品購入に

努める。 

・物品購入を必

要最小限とす

る。 

・環境に配慮し

た物品購入に

努める。 

２．庁舎等に

おけるエネル

ギー使用量の

削減 

・市役所におけ

るエネルギー量

を 10％以上（11

年度比）削減す

る。 

・１７年度値を上

回らない。 

・２２年度値を

上回らない。 

３．用紙類等

の使用量の削

減 

・用紙類の使用

量を 20％以上

（11 年度比）削

減する。 

・１７年度値を上

回らない。 

・２２年度値を

上回らない。 

４．ごみ減量

の推進 

・市役所から排

出されるゴミの

量を 24％以上

（11 年度比）削

減する。 

・１７年度値を上

回らない。 

・２２年度値を

上回らない。 

 
 

 

 

 

７ 地球温暖化防止対策 

地
球
温
暖
化
防
止
対
策 
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現在実施している第３期計画は平成２７年度までとなっており、平成２３年度の結果

については、下表の通りとなっています。 
 

○二酸化炭素排出量 

  ２２年度比 削減率（22 年度比） 年度目標 

二酸化炭素   

排出量 
91.3% -8.7% 

市役所におけるエネルギー使用に伴う二酸化炭素排

出量について、平成２２年度値を上回らない。 

 

 下記の内訳をご覧いただくと電気による排出削減が５６９ｔと大きくなっております。 

 

内      訳 22 年度比 削減率（22 年度比） 23 年度 CO2 排出量(kg） 22 年度 CO2 排出量(kg） 

電気 90.6% -9.4%   5,509,157.2   6,078,983.9 

都市ガス 93.3% -6.7 %   412,033.7   441,843.8 

ＬＰガス 114.1% 14.1%   314,853.3   276,046.3 

水道 105.1% 5.1%   100,703.1   95,814.8 

灯油 76.9% -23.1%   265,028.1   344,663.3 

ガソリン 94.5% -5.5%   114,620.3   121,297.7 

軽油 94.3% -5.7%   88,432.9   93,781.6 

計 6,804,828.6 計 7,452,431.5 

小数点 2 位以下の数値もあるデータを小数点 1 位で四捨五入しているため、合計に誤差があります 

 

・二酸化炭素排出量は基準年度（平成 22 年度）比８．７％の減尐となりました。 

・ＬＰガスの使用量は教育施設によるものが９割を占めています。小中学校の冷暖房施設

が平成２０年度に導入完了されたことによる使用量の増加が要因と考えられます。基準年

度比で、１４．１％の増加を示しています。 

・平成２３年度はバイオディーゼル燃料の活用により、軽油使用量が基準年度比から５．

７％に減尐しています。このように学校設備の充実などでＣＯ2排出量増えているものの、

節電などの努力でＣＯ2 排出量は８．７％の減尐となり、また、今後もＢＤＦの使用など

削減の方向に向け努力を続けてまいります。 
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○用紙類等の使用量 

  22 年度比 削減率（22 年度比） ２６年度までの目標 

紙使用量 132.0% 32.0% 
用紙類（Ａ４サイズ換算）を平成 22 年度値を

上回らない。 

    

23 年度使用量(kg） 22 年度使用量(kg） 

  100,185.5   75,894.2 

 

※ 基準年度の用紙使用量との比較では、平成 23年度が 32％増（Ａ4用紙 102kg 相当） と

なっています。要因は、教育施設での使用量の増加によるものと考えられます。 

 

 

 

 

 

○排出されるごみの量 

  
22 年度

比 

削減率（22 年度

比） 
２６年度までの目標 

ごみ排出量 130.8% 30.8% 
市役所から排出されるごみの量を平成

22 年度値を上回らない。 

       

内      

訳 

22 年度

比 

削減率（22 年度

比） 
23 年度排出量(kg） 17 年度排出量(kg） 

可燃物 104.5% 4.5%   55,425.5   53,043.5 

不燃物 231.9% 131.9%   5,415.6   2,335.2 

生ごみ 169.0% 69.0%   51,330.3   30,369.6 

計 112,171.4 計 85,748.3 

 

ごみについては、基準年度比 30.8％増加しました。特に不燃物が１３１％の増加をみせ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 25 - 

２）牛久市バイオマスタウン構想 
 

 牛久市では、２０年３月に「牛久市バイオマス

タウン構想」を茨城県内での第１号として策定し

公表いたしました。 

 これは、生物由来の資源であるバイオマスを地

築し、地球温暖化防止へつなげていこうという取り組みで、７つの施策を掲げて、うち５

つの施策を展開中です。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目  的 
 ○ 地球温暖化防止 
 ○ 地域社会の構築 
 ○ 地域の活性化 
 ○ 環境に資する事業のビジネスモデル化 
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食品廃棄物の堆肥化 
（モデル事業） 
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○ バイオディーゼル燃料製造事２）牛久市バイオマスタウン構想 

 平成２１年 4 月から市クリーンセンター内でバイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）製造施設

が稼動を開始し、市内の一般家庭や事業者及び学校給食から出された廃食用油を原料とし

て、ＢＤＦを製造する事業が始まりました。出来上がったＢＤＦは、市の公用車やクリー

ンセンターの作業車、ごみ収集車などで使われ、地域で循環しています。 

 

【ＢＤＦ燃料製造施設】（21 年 3 月完成・4 月稼動） 

場  所：牛久市奥原町 3550-2  

牛久クリーンセンター内 

生産能力：200ℓ ／日 

    （廃食用油 230ℓ から BDF200ℓ を製造） 

平成 21 年度製造量  21,400 ℓ  

平成 22 年度製造量  45,680 ℓ  

平成 23 年度製造量  51,600 ℓ  

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

                                        

                                 

 

 

 

 

 

 

 

バイオディーゼル燃料（BDF） 

 原料となる植物性油は、もともと植
物なので、燃料を燃やして出た二酸化
炭素は、植物の生育時に吸収した分と
考え、二酸化炭素排出量にカウントさ
れず、地球環境にやさしい燃料と言え
ます。また、軽油に比べ人体に有害な
硫黄酸化物の排出も軽減されます。 
 

 

 

家庭・事業所 

遊休農地解消のためにナタ
ネを植えて作られた油は学
校給食で使われた後、ＢＤＦ
に！ 

市内の家庭や
事業所から集
められた廃食
用油が Ｂ Ｄ Ｆ
に！ 

 
Ｂ 
Ｄ 
Ｆ 

ＢＤＦで地球温暖化防止！！ 

 

BDF で走る公用車 
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  図出典：茨城県バイオディーゼル燃料導入促進マニュアル 

 

環境イベントの開催状況 

 

☆ 鯉まつりにおける「みどりのカーテン」普及活動 

 

 平成 23年 6月 12 日（月）牛久市消費者連絡会、

ＮＰＯエコライフと市が協力して、「みどりのカ

ーテン」の普及活動を行いました。みどりのカー

テンは、夏の強烈な陽射しを和らげ、冷房の使用

を抑制し、地球温暖化防止に貢献しようという取

り組みです。 

ミニ講習会にて「省エネのおはなし」「ゴーヤの

育て方」「みどりのカーテンコンテストの説明」の

講習を受けた方に、ゴーヤの苗を配布しました。 

6 回講習会を行い、112 苗を配布、コンテス

トには、56家族の方が、エントリーしまし

た。 

 テント内の展示スペースでは、「市のみ

どりのカーテンの取り組み」や「土・肥料

の作り方」の展示が行われ、来場者は熱心

に見入っていました。 

 

 

☆ うしくみらいエコフェスタ２０１1 

      ～ みんなではぐくむECOこころ ～  
 
 

 平成 23 年 10 月 23 日（日）に、「うし

くみらいエコフェスタ」が市運動公園に

て開催され、約 6,500 人の来場者があり

ました。 

 このイベントの開催にあたっては、本

年度より、 「うしくみらいエコフェスタ

実行委員会」を立ち上げ、社団法人牛久

   その他、市が環境保全 

   のために講じた施策 
８

８ 

そ
の
他
市
の
施
策 
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青年会議所と市内において環境保全活動に取り組んでいる団体やボランティアの方を

はじめ、消費生活に関する活動を展開する団体の参加により、官民連携して行いまし

た。 

 また、5 月にエントリーしてくださ

った市民の方の「みどりのカーテンコ

ンテスト」が行われ、来場者の投票に

より、優秀賞が決定いたしました。 

様々な参加型の「環境ブース」にて、

気軽に、楽しく、エコチャレンジでき

る知恵を学ぶ事ができました。 

  

 

 

☆ 牛久沼うなぎ放流・自然観察と歴史探索の集い 

 

 子どもたちに牛久沼周辺の自然と歴史に触れてもらい、環境や自然、水質浄化への

気遣いの気持ちを育むことを目的に、平成 23年 10 月 15 日（日）牛久沼周辺において 

「うなぎ放流・自然観察と歴史探索の集い」を開催しました。  

 牛久沼漁業協同組合、NPO 法人うし

く里山の会、市家庭排水浄化推進協議会

のみなさんの協力のもと、市内小学校

４・５・６年生児童とその父兄 34 名が

参加し、根古屋川でうなぎ放流のあと牛

久沼周辺の自然観察を行い、アヤメ園で

トン汁をいただきました。 

 

 

☆ みんなの広場 in クリーンセンター 

 

 平成 23年 11 月 27 日（日）牛久クリーンセンター内で開催され、牛久市のごみの現状、

ごみの減量について、考えるきっかけになったイベ

ントでした。 

フリーマーケットや、再生家具販売、ミニ・コンサ

ート、エコバックの作成、施設を利用する団体の作

品展示やラジコン飛行機の実演も行われ、クリーン

センターの利用普及の PRも行われました。 

そ
の
他
市
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○ 市内河川水質測定の状況 

No 調査地点 
        年 度 
項 目 平成１９年度 平成２０年度 平成２1 年度 平成２２年度 平成２ 3 年度 

１ 
刈谷川 

（稲荷川合流 

地点前） 

ｐH 7.5 7.4 7.6 7.7 7.6 

BOD(mg/ℓ) 2.4 2.9 1.6 2.4 1.6 

COD(mg/ℓ) 5.9 4.7 3.9 4.1 3.6 

ＳＳ(mg/ℓ) 4.9 2 1 3 2 

DO(mg/ℓ) 9.3 9.2 10 10.1 9.4 

大腸菌群数（MPN/100mℓ） 130,000 66,000 45,000 37,000 79,000 

T-N(mg/ℓ) 4.1 3.7 3.5 3.1 3.3 

T-P(mg/ℓ) 0.077 0.045 0.035 0.047 0.040 

２ 
稲荷川 
（刈谷橋） 

ｐH 7.7 7.4 7.7 7.6 7.8 

BOD(mg/ℓ) 1.4 2.6 1.4 1.6 1.8 

COD(mg/ℓ) 4.0 3.7 3.8 3.2 3.1 

ＳＳ(mg/ℓ) 6.3 5 6 3 2 

DO(mg/ℓ) 8.9 8.1 9.0 8.9 8.9 

大腸菌群数（MPN/100mℓ） 61,000 30,000 8,900 6,500 29,000 

T-N(mg/ℓ) 2.7 2.6 2.5 2.4 2.3 

T-P(mg/ℓ) 0.057 0.048 0.052 0.042 0.043 

３ 
根古屋川 

 

ｐH 7.5 7.5 7.9 7.8 7.9 

BOD(mg/ℓ) 1.0 2.0 0.9 1.5 1.4 

COD(mg/ℓ) 3.2 2.3 2.6 2.8 2.9 

ＳＳ(mg/ℓ) 5.2 <1 7 4 1 

DO(mg/ℓ) 7.4 8.6 9.4 9.4 9.3 

大腸菌群数（MPN/100mℓ） 30,000 43,000 11,000 23,000 14,000 

T-N(mg/ℓ) 2.5 2.5 2.4 2.5 2.4 

T-P(mg/ℓ) 0.028 0.018 0.028 0.027 0.020 

４ 
遠山川 

 

ｐH 7.2 7.2 7.4 7.2 7.3 

BOD(mg/ℓ) 1.4 2.6 1.0 1.5 2.0 

COD(mg/ℓ) 5.8 5.8 5.4 4.5 5.3 

ＳＳ(mg/ℓ) 13 12 19 8 7 

DO(mg/ℓ) 7.4 8.0 8.4 8.2 8.2 

大腸菌群数（MPN/100mℓ） 210,000 53,000 33,000 57,000 93,000 

T-N(mg/ℓ) 1.9 1.6 1.6 1.7 1.7 

T-P(mg/ℓ) 0.070 0.074 0.064 0.055 0.061 

５ 

上池台排水

路 

 

ｐH 7.3 7.3 7.4 7.3 7.5 

BOD(mg/ℓ) 4.3 3.9 2.7 2.4 2.6 

COD(mg/ℓ) 8.2 5.4 5.0 5.0 4.9 

ＳＳ(mg/ℓ) 13 7 11 9 5 

DO(mg/ℓ) 7.7 8.4 9.1 8.4 8.6 

大腸菌群数（MPN/100mℓ） 150,000 25,000 15,000 21,000 18,000 

T-N(mg/ℓ) 5.8 4.7 4.3 3.4 3.7 

T-P(mg/ℓ) 0.55 0.13 0.11 0.10 0.070 

６ 柏田川 

ｐH 8.9 8.6 8.3 8.4 8.5 

BOD(mg/ℓ) 1.3 2.0 2.0 1.8 2.0 

COD(mg/ℓ) 4.3 2.7 3.3 3.1 2.8 

ＳＳ(mg/ℓ) 2.8 1 3 1 1 

DO(mg/ℓ) 12 12 12 10.8 12 

大腸菌群数（MPN/100mℓ） 29,000 23,000 20,000 11,0000 11,0000 

T-N(mg/ℓ) 2.7 2.8 2.3 2.5 2.2 

T-P(mg/ℓ) 0.095 0.041 0.042 0.057 0.039 

 

 

９ 資 料 編 
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No 調査地点 
        年 度 
項 目 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２ 3 年度 

７ 結束川 

ｐH 7.1 7.2 7.3 7.2 7.5 
BOD(mg/ℓ) 1.4 2.8 1.4 2.4 1.5 
COD(mg/ℓ) 4.1 3.7 3.6 3.7 3.1 
ＳＳ(mg/ℓ) 3.5 3 4 3 2 
DO(mg/ℓ) 7.0 7.9 7.2 6.4 8.5 
大腸菌群数（MPN/100mℓ） 3,100,000 1,600,000 1,100,000 2,900,000 200,000 
T-N(mg/ℓ) 2.2 2.1 2.0 2.4 1.7 
T-P(mg/ℓ) 0.058 0.037 0.037 0.049 0.026 

８ 太田川 

ｐH 7.4 7.3 7.5 7.5 7.7 

BOD(mg/ℓ) 0.6 2.1 1.4 1.3 1.8 
COD(mg/ℓ) 3.4 3.9 3.8 2.6 2.1 
ＳＳ(mg/ℓ) 9.9 8 14 5 2 
DO(mg/ℓ) 8.4 8.5 8.9 9.2 9.1 
大腸菌群数（MPN/100mℓ） 120,000 22,000 38,000 12,000 14,000 
T-N(mg/ℓ) 6.2 7.1 6.4 4.8 5.7 
T-P(mg/ℓ) 0.091 0.076 0.076 0.069 0.058 

９ 
小坂団地 
排水路 

ｐH 7.6 7.5 7.6 7.5 7.7 

BOD(mg/ℓ) 9.8 8.2 6.2 5.6 6.2 
COD(mg/ℓ) 13.0 9.0 7.1 7.1 7.7 
ＳＳ(mg/ℓ) 8 6 4 3 3 
DO(mg/ℓ) 6.3 6.9 7.7 7.0 6.9 
大腸菌群数（MPN/100mℓ） 1,100,000 750,000 270,000 190,000 70,000 
T-N(mg/ℓ) 5.5 4.9 4.7 5.6 5.4 
T-P(mg/ℓ) 1.3 0.75 0.44 0.42 0.42 

１０ 桂 川 

ｐH 7.8 7.9 7.9 7.8 8.0 
BOD(mg/ℓ) 1.6 2.9 1.5 1.9 2.1 
COD(mg/ℓ) 4.4 6.0 4.3 3.8 4.0 
ＳＳ(mg/ℓ) 10 18 14 8 3 
DO(mg/ℓ) 9.7 9.5 9.4 9.7 9.6 
大腸菌群数（MPN/100mℓ） 160,000 54,000 40,000 15,000 160,000 
T-N(mg/ℓ) 3.6 3.3 3.0 3.0 2.9 
T-P(mg/ℓ) 0.085 0.12 0.069 0.061 0.053 

１１ 乙戸川 

ｐH 7.8 7.8 7.8 7.7 7.8 
BOD(mg/ℓ) 1.8 2.5 1.6 1.8 2.7 
COD(mg/ℓ) 5.0 5.0 4.6 4.0 4.0 
ＳＳ(mg/ℓ) 13 9 12 7 4 
DO(mg/ℓ) 9.7 10.0 9.8 9.7 9.5 
大腸菌群数（MPN/100mℓ） 270,000 65,000 20,000 17,000 43,000 
T-N(mg/ℓ) 3.6 3.1 2.8 3.0 2.6 
T-P(mg/ℓ) 0.090 0.091 0.075 0.074 0.057 

１２ 
小野川 
（東猯穴） 

ｐH 7.2 7.3 7.4 7.3 7.4 
BOD(mg/ℓ) 2.3 3.1 2.2 2.3 2.3 
COD(mg/ℓ) 5.6 3.4 5.0 4.9 5.0 
ＳＳ(mg/ℓ) * 3 15 10 9.2 
DO(mg/ℓ) 8.3 9.5 8.9 8.9 8.9 
大腸菌群数（MPN/100mℓ） 360,000 15,000 37,000 26,000 50,000 
T-N(mg/ℓ) 3.2 3.5 2.3 2.8 2.9 
T-P(mg/ℓ) 0.12 0.099 0.089 0.098 0.092 

１３ 
小野川 

（小野川橋） 

ｐH 7.4 7.5 7.7 7.5 7.6 
BOD(mg/ℓ) 1.9 2.1 1.7 1.9 2.0 
COD(mg/ℓ) 5.3 3.7 4.5 4.6 4.5 
ＳＳ(mg/ℓ) 9.6 5 10 10 7 
DO(mg/ℓ) 8.7 9.6 9.5 8.6 8.8 
大腸菌群数（MPN/100mℓ） 180,000 39,000 22,000 27,000 19,000 
T-N(mg/ℓ) 3.2 3.5 2.8 2.8 2.6 
T-P(mg/ℓ) 0.085 .0.059 0.070 0.07 0.064 

※結束川の大腸菌群数の増加については、原因者を特定し、２２年度に指導、監視中です。 

 

※ 
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ｐＨ（水素イオン濃度） 

 酸性・アルカリ性の度合いを表す指標。７が中性、７を超えるとアルカリ性、７未満は酸性を示す。 

 

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量） 

 水の汚れの度合いを表わす指標。水中の汚れ（有機物）が微生物によって分解されるときに消費さ
れる酸素の量をいう。数値が大きいほど汚濁が進んでいることを示し、河川の汚濁の程度を表わすの
に用いられる。 

 

ＣＯＤ（化学的酸素要求量） 

 水中の汚れ（有機物）を酸化剤で酸化するときに消費される酸素の量。数値が大きいほど汚濁が進
んでいることを示し、海洋・湖沼の汚濁の程度を表わすのに用いられる。 

 

ＳＳ（浮遊物質） 

 水中に浮遊している直径２㎜以下の物質。動植物プランクトンやその死骸・下水や工場排水などに
含まれる有機物や沈殿物など。 

 

ＤＯ（溶存酸素） 

 水中に溶解している酸素の量。一般的にきれいな河川ではほぼ飽和量（20℃ １気圧で 9.1 ㎎/ℓ ）
に達し、汚れるにつれて低下。 

 

大腸菌群数 

 大腸菌とそれに性質が似ている細菌の数で、糞便性の水質汚染を判断する指標として用いられる。
大腸菌群には土壌由来のものも含まれる。 

 

Ｔ－Ｎ（全窒素） 

 水中に含まれる全ての窒素化合物のことで富栄養化を促進し、水質汚濁の原因となります。 

 

Ｔ－Ｐ（全りん） 

 水中に含まれるリン化合物全体のことで、全窒素同様、富栄養化を促進し、水質汚濁の原因となり
ます。 
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○ 霞ヶ浦の水質の状況 

  出典：平成 24 年版茨城県環境白書 

  「第６期計画」は、第６期霞ヶ浦に係る湖沼水質保全計画 
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○ 牛久沼の水質の状況 

 
  出典：平成 24 年版茨城県環境白書 
  「第２期計画」は、第２期牛久沼水質保全計画 
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○航空機騒音（成田国際空港）実態調査結果（２３年度） 
 

 調査地点名 調査期間 
ＷＥＣＰＮＬ 

（うるささ指数） 

牛久市 奥原婦人ホーム 
23 年 7 月 31 日～8 月 6 日 
24 年 1 月 19 日～25 日 

５９ 
（６３） 

  （ ）は２２年度値 
出典：平成 24 年版茨城県環境白書 
 
 
 
 
○ダイオキシン類の環境調査結果（２3年度） 
 １ 大気に係るダイオキシン類調査結果 
  ・環境基準：0.6pg-TEQ/㎥以下 
  ・試料採取：春季平成 23 年 6 月 15 日～22 日、 夏季平成 23 年 8 月 30 日～9 月 6 日 
        秋季平成 23 年 11 月 2 日～ 9 日、 冬季平成 24 年 1 月 17 日～24 日 

   （単位：pg-TEQ/㎥） 

市町村名 測定地点名 所在地 春季 夏季 秋季 冬季 平均 

取手市 取手市役所 取手市寺田 0.021 0.0096  0.10 0.036 0.042 

つくば市 市役所豊里庁舎 つくば市高野   - 0.012 - 0.039 0.026 

県内平均値  0.027  （ 最小値 0.0064  最大値 0.051） 

 
平成 24 年版茨城県環境白書から牛久市周辺の測定地点のみを表示しています。 

 
 ２ 公共用水域（河川など）の水質・底質に係るダイオキシン類調査結果（２3年度） 
  ・環境基準 水質：１pg-TEQ/ℓ   底質：150pg-TEQ/g  
  ・試料採取：春季平成 23 年 6 月 夏季 8 月 秋季 10 月 冬季 12 月 
                           （単位：水質 pg-TEQ/ℓ  底質 pg-TEQ/g） 

水域名 調査地点名 市町村名 
水質 

底質 
春季 夏季 秋季 冬季 平均 

小野川 奥原大橋 牛 久 市 ･ 龍 ヶ 崎 市 － 0.31 － － 0.31 0.48 

小貝川 文巻橋 取手市･龍ヶ崎市 － － 0.42  －  0.42  0.94 

牛久沼 牛久沼湖心 龍ヶ崎市 － 0.37 －  － 0.41 0.44 

水質:県内平均値 0.39（最小値 0.041  最大値 1.6） 
底質:県内平均値 5.2 （最小値 0.12    最大値 36） 

 平成 24 年版茨城県環境白書から牛久市周辺の測定地点のみを表示しています。 
 
 ３ 地下水に係るダイオキシン類調査結果（２3年度） 
  ・環境基準：１pg-TEQ/ℓ  
  ・試料採取：平成 23 年 10 月～12 月                  （単位：pg-TEQ/ℓ ） 

調査地点所在地 測定結果 

つくば市上妻木 0.017  

つくばみらい市南太田 0.017 

県内平均値  0.021  （最小値 0.016  最大値 0.051） 

 平成 24 年版茨城県環境白書から牛久市周辺の測定地点のみを表示しています。 
 
 ４ 土壌に係るダイオキシン調査結果（２3年度） 
  ・環境基準：1,000pg-TEQ/g  
  ・調査時期：平成 23 年 10 月～12 月                               （単位：pg-TEQ/g） 

調査地点所在地 測定結果 

土浦市手野町 0.86  

取手市寺田 0.083 

稲敷市上君山 3.4   

県内平均値  5.9  （最小値 0.053  最大値 44） 

平成 22 年版茨城県環境白書から牛久市周辺の測定地点のみを表示しています。 

ＷＥＣＰＮＬ：航空機騒音のうるささを評価する指数で「うるささ指数」ともいう。騒音レベル
と時間帯別の離着陸機数を組み合わせて算出する。 
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○ 家庭系ごみ・資源量の推移 

資　源　回　収

可燃計 不燃計

（ｔ/年） （ｔ/年） （ｔ/年）

61 6,173 6,173 3,619 3,619 9,792 9,792

62 7,416 7,416 3,702 3,702 11,118 11,118

63 8,568 8,568 4,051 4,051 12,619 12,619

H1 10,083 10,083 3,271 3,271 13,354 13,354

H2 10,826 10,826 2,715 2,715 13,541 13,541

H3 11,436 11,436 2,822 2,822 14,258 1,208 1,208 15,466

H4 12,208 12,208 2,942 2,942 15,150 1,691 11 1,680 16,841

H5 13,151 13,151 2,842 2,842 15,993 1,709 82 1,627 17,702

H6 13,531 13,531 2,871 2,871 16,402 1,682 219 1,463 18,084

H7 14,068 14,068 2,820 2,820 16,888 2,151 399 1,752 19,039

H8 14,529 14,529 2,747 2,747 17,276 2,095 647 1,448 19,371

H9 15,564 15,564 2,445 2,445 18,009 1,985 835 1,150 19,994

H10 15,761 13,939 1,822 2,504 2,285 219 18,265 3,182 1,433 682 1,067 21,447

H11 14,949 13,081 1,868 1,981 1,332 649 16,930 5,517 4,483 434 600 22,447

H12 15,485 13,502 1,983 1,314 825 489 16,799 5,499 4,591 330 578 22,298

H13 15,591 13,653 1,938 1,269 845 424 16,860 5,619 4,838 330 451 22,479

H14 16,387 16,356 31 1,383 814 569 17,770 5,333 4,614 326 393 23,103

H15 16,908 16,875 33 1,628 913 715 18,536 4,534 3,956 327 251 23,070

H16 16,960 16,938 22 1,580 868 712 18,540 4,452 3,664 342 446 22,992

H17 17,271 17,252 19 1,564 870 694 18,835 4,742 3,937 334 471 23,577

H18 17,503 17,484 19 1,685 991 694 19,188 5,055 4,266 312 477 24,243

H19 17,319 17,298 21 1,566 859 707 18,885 4,607 3,861 275 471 23,492

H20 17,239 17,219 20 1,572 823 749 18,811 4,471 3,789 255 427 23,282

H21 16,766 16,747 19 1,513 913 600 18,279 4,605 3,936 271 398 22,884

H22 16,690 16,672 18 1,630 1,073 557 18,320 4,514 3,816 287 411 22,834

H23 17,286 17,267 19 1,716 1,078 638 19,002 4,458 3,751 300 407 23,460

資源物
（ｽﾃｰｼｮ
ﾝ回収）
（ｔ/年）

計
（ｔ/年）粗大

（ｔ/年）
不燃

（ｔ/年）

プラス
チック

（ｔ/年）

可燃
（ｔ/年）

子供会
（ｔ/年）

家庭系合計
（委託・資源

回収）
（ｔ/年）

年度

家庭系ごみ収集(直接搬入を含む）

行政区
（ｔ/年）

 

○ ごみ処理経費の推移 

組合分担金
（千円）

収集委託費
（千円）

清掃工場運営
費（千円）

焼却灰処分費
（千円）

合　　計
（千円）

増加率
（％）

家庭系排出
量（ｔ）

事業系排出
量（ｔ）

合　　計
（ｔ）

増加率
（％）

１t当たりの
処理経費

（円）

10月1日
現在人口

（人）

１人当たり
の処理経費

（円）

増加率
（％）

62 153,113 53,576 206,689 11,118 2,033 13,151 15,717 55,117 3,750

63 166,088 59,669 225,757 9.2 12,619 2,098 14,717 11.9 15,340 57,435 3,931 4.8

元 193,357 64,646 258,003 14.3 13,354 2,405 15,759 7.1 16,372 59,391 4,344 10.5

2 191,763 67,072 258,835 0.3 13,541 2,759 16,300 3.4 15,879 60,747 4,261 △ 1.9

3 274,556 84,649 359,205 38.8 14,258 2,946 17,204 5.5 20,879 61,680 5,824 36.7

4 397,678 88,377 486,055 35.3 15,150 3,345 18,495 7.5 26,280 62,977 7,718 32.5

5 394,953 92,496 487,449 0.3 15,993 3,627 19,620 6.1 24,850 64,237 7,590 △ 1.7

6 438,239 94,940 533,179 9.4 16,402 4,424 20,826 6.1 25,610 65,706 8,120 7.0

7 432,592 98,513 531,105 △ 0.4 16,888 4,019 20,907 0.4 25,410 66,904 7,940 △ 2.2

8 394,483 99,905 494,388 △ 6.9 17,276 3,995 21,271 1.7 23,250 68,480 7,220 △ 9.1

9 515,504 117,161 632,665 28.0 18,009 4,120 22,129 4.0 28,590 70,130 9,030 25.1

10 517,122 142,156 659,278 4.2 18,265 4,406 22,671 2.4 29,090 71,383 9,240 2.3

11 (22,760) 196,306 588,971 139,160 924,437 40.2 18,084 4,001 22,085 △ 2.6 41,860 72,682 12,720 37.7

12 9,432 194,500 620,721 126,428 951,081 2.9 18,015 4,568 22,583 2.3 42,120 73,636 12,920 1.6

13 7,000 194,041 646,893 129,477 977,411 2.8 18,032 5,004 23,036 2.0 42,430 74,488 13,130 1.6

14 71,024 178,127 639,004 148,177 1,036,332 6.0 18,949 5,350 24,299 5.5 42,650 75,207 13,780 5.0

15 85,919 183,426 644,009 128,003 1,041,357 0.5 19,712 5,269 24,981 2.8 41,690 75,724 13,760 △ 0.1

16 32,079 173,626 596,891 128,975 931,571 △ 10.5 19,715 5,207 24,922 △ 0.2 37,380 76,345 12,210 △ 11.3

17 17,171 170,487 568,349 118,642 874,649 △ 6.1 19,962 5,572 25,534 2.5 34,260 76,597 11,420 △ 6.5

18 4,668 177,662 570,665 112,176 865,171 △ 1.1 20,345 5,771 26,116 2.3 33,130 77,105 11,230 △ 1.7

19 25,110 179,676 707,695 108,503 1,020,984 18.0 20,021 5,935 25,956 △ 0.6 39,340 78,080 13,076 16.4

20 25,092 186,746 763,949 115,096 1,090,883 7 19,973 5,647 25,620 △ 1.3 42,580 78,853 13,834 5.8

21 25,095 218,397 749,222 108,031 1,100,745 1 19,471 5,636 25,107 △ 2.0 43,850 79,804 13,793 △ 0.3

22 32,034 195,932 609,503 107,626 945,095 △ 14.1 19,796 5,640 25,436 1.3 37,160 80,729 11,707 △ 15.1

23 32,020 199,257 591,312 114,969 937,558 △ 0.8 20,437 5,758 26,195 3.0 35,800 81,607 11,489 △ 1.9  
※ 平成 10 年度以前については、委託収集費・ごみ処理量等に資源物は含まない。 

  平成 11 年度以降の組合分担金については、旧清掃工場の跡地利用の分担金として負担。 

家庭系排出量は牛久クリーンセンターへの搬入量を計上している。 
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○ 平成 22年度可燃ごみ組成分析結果（平成22年が最新のデータです。） 

平均
重量（ｋｇ） 比率（％） 重量（ｋｇ） 比率（％） 比率（％）

289.069 37.34 290.924 41.12 39.14
257.156 33.22 209.595 29.63 31.5

新聞紙・チラシ 35.818 4.63 19.983 2.82 3.77
雑誌 19.582 2.53 16.879 2.39 2.46
書籍 2.527 0.33 1.221 0.17 0.25
段ボール 8.067 1.04 14.78 2.09 1.54
紙おむつ 41.357 5.34 44.215 6.25 5.78
容器包装類 47.328 6.11 32.959 4.66 5.42
OA用紙 8.017 1.04 3.718 0.53 0.79
その他紙類 94.46 12.2 75.84 10.72 11.49

29.542 3.82 31.248 4.42 4.1
31.731 4.1 8.503 1.2 2.72

139.028 17.96 135.304 19.12 18.52
包装フィルム 56.94 7.35 54.08 7.64 7.49
ペットボトル 3.988 0.52 2.168 0.31 0.42
ペットボトル以外 6.247 0.81 5.865 0.83 0.82
パック・カップ類 34.46 4.45 24.12 3.41 3.95
その他容器類 3.172 0.41 3.26 0.46 0.43
発砲系トレイ 1.566 0.2 0.879 0.12 0.17
発砲系トレイ色柄付 1.252 0.16 1.154 0.16 0.16
発砲スチロール 0.609 0.08 0.659 0.09 0.09
レジ袋 12.242 1.58 12.357 1.75 1.66
ごみ袋 6.95 0.9 5.14 0.73 0.82
その他プラスチック 11.602 1.5 25.622 3.62 2.51

4.426 0.57 8.024 1.13 0.84
5.669 0.73 6.999 0.99 0.85

17.597 2.27 16.901 2.39 2.33

1170.402 151.19 1052.397 148.75 150.02

分類項目
夏季 冬季

厨芥類
紙類

その他可燃物

合計

繊維類
草木類
プラスチック類

ゴム・皮革類
可燃ごみの中の不燃ごみ

 

     ※ 調査方法：サンプリング方式。搬入ごみから１００㎏を四分法により抽出。 

       分類項目のうち「その他不燃ごみ」は、可燃ごみへの混入分。 

       可燃ごみ組成分析調査については、22 年度が直近データとなっております。 
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